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これまでの軌跡 これまでも社会の要請に応え、その時々で価値ある製品を提供し続けてきました。特に、モビリ
ティの発展と共に「グローバル」に乗り出し、チェーンの新しい横展開やサプライヤーからメー
カーとして、昇降機等の福祉機器や産機向けコンベヤ製品など、これまでも新たな領域へ「新価値
の創造」を進めてきました。

決算説明
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当 社 の 主 要 製 品

二輪車・自動車
チェーン

産業機械チェーン

リム・ホイール

コンベヤシステム

福祉機器

「伝える」
「運ぶ」
を究める

日系二輪車メーカー
納入№１シュア

国内シェア№2

決算説明
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グ ロ ー バ ル 拠 点 展 開 状 況 1 1 ヵ 国 ・ 1 7 拠 点
決算説明

欧州拠点

イタリヤ営業所
北米・南米拠点

アメリカ拠点① アメリカ拠点②

ブラジル拠点① ブラジル拠点②アジア拠点

タイ工場① タイ工場② タイ工場③ タイ営業所 インドネシア工場 中国工場

フィリピン工場 マレーシア営業所 ベトナム工場 ベトナム営業所 インド工場 パキスタン工場

日本
45%

アジア
32%

北米
5%

南米
9%

欧州
9%

売上高比率
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2025年3月期 第2四半期 決算報告

計画
対比：％

2025年
3月期

第2四半期計画

前年
対比：％増減

2025年
3月期

第2四半期実績

2024年
3月期

第2四半期実績

指標
(百万円)

3.727,7003.71,02128,72627,705売上高

▲5.1800－1,068759▲309営業利益

－2.9％－－2.6％▲1.1％営業利率: %

4.980080.0373839466経常利益

▲9.760047.6175542367当期純利益

決算説明
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2025年3月期 第2四半期 決算報告 売上高地域セグメント前期比較

△397

1,351 139
237

△162 △148
28,726

27,705

前期実績 日本 アジア 北米 南米 欧州 連結消去 当期実績

売上高増減

プ
ラ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因

日本

・インド・中国において完成車メーカー向け二輪車用チェーンの受注好調

・完成車メーカー向け二輪車用アルミリム、農業用ホイールの受注低調

アジア

・コロナ特需が一服し代理店が在庫調整に入ったことで、二輪車用チェーンの
受注が低調

欧州

・ブラジルにおいて補修市場向け二輪車用チェーンの受注好調南米
北米 ・補修市場向け二輪車用チェーンの受注好調

百万円
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2025年3月期 第2四半期 決算報告 営業利益地域セグメント前期比較

519 14
△53

25 9 759

△309

555

前期実績 日本 アジア 北米 南米 欧州 連結消去 当期実績

営業利益増減

プ
ラ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因

南米

日本
アジア
欧州

・エネルギー価格及び人件費等のコスト上昇分について、価格転嫁が進んで利
益が改善

・干ばつの影響で河川の航行規制対応に伴う航空運賃等の費用が増加
・産業用チェーンにおいて現地競合先との価格競争が激化により利益率減少

百万円



2025年3月期第2四半期説明資料 Daido Kogyo Co., Ltd. 1111

2025年3月期 第2四半期 決算報告 事業別セグメント前期比較

二輪

四輪

産機

その他

△42 △11

229 28,726

27,705

845

前期実績 二輪 四輪 産機 その他 当期実績

売上高増減

△309

976
153

△118
56 759

前期実績 二輪 四輪 産機 その他 当期実績

営業利益増減

百万円

百万円
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2025年3月期 業績見通し

計画
対比：％

2025年
3月期

当初計画
対比：％増減2025年

3月期見通し
2024年

3月期実績
指標

(百万円)

0.056,8001.375956,80056,041売上高

▲26.12,300648.91,4731,700227営業利益

－4.0％－－3.0％0.4％営業利率: %

▲26.12,300118.59221,700778経常利益

▲28.62,100377.71,1861,500314当期純利益

26,417 
48.0%

27,705 
49.4%

28,726 
50.6%

55,054 56,041 56,800

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

決算説明

直近に公表されている業績予測から修正を行っております。

第２四半期業績

通期業績
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2025年3月期 業績見通し （営業利益要因）
決算説明

プ
ラ
ス
要
因

マ
イ
ナ
ス
要
因

二輪 タイにおいて現地通貨高による為替影響から利益率が急速に低下

各拠点でエネルギー価格及び人件費等のコスト上昇分について、価格転嫁
が進み利益率改善

産機 米国政策の不透明感から設備投資が消極的に産業機械用チェーンの
受注が減少

四輪 中国の完成車メーカー向け四輪車用チェーンの受注が減少

二輪
四輪

△189

△311
48 1,700

2,300

△148

当初計画 二輪 四輪 産機 その他 修正計画

営業利益増減百万円
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次期以降の業績見通し
決算説明

年 月期 年 月期 年 月期 年 月期

売上高 営業利益

中
計
目
標
へ

挽
回

為替リスクの回避、ヘッジの仕組み化で対策
米国の厳しい対中政策を追い風に、中国品からの代替による受注獲得
米国におけるＥＶ化減速からの内燃機エンジン車向け受注拡大

二輪
産機
四輪

挽回へ
中計目標
営業利益率

修正計画
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産機

016

次期以降の利益改善に向けた施策
決算説明

・付加価値が高い製品に特化

モビリティー

（二輪・四輪）

・ものづくり強化

・製品ごとに集約生産を進め
コストダウンする

・調達先の見直し

・売上拡大
①付加価値の高い製品の拡大
②セカンドブランドの投入

・海外現法の内製率の向上

・不採算製品の売価見直し

・ものづくり強化

％
以上

％
以上

全社売上比
内訳事業 施策 重要度

％
以上

％
以上

事業売上に
対する割合

％上昇年 月期 年 月期
営業利益率
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15 15

35

15 15
25

年間配当金の推移(円/株)

18

2025年度 年間配当予想25円/株（前年比+10円）

(予想)

株主還元方針（2025年度～2027年度）

指標 ：総還元性向 25％以上

年間１株当たり配当：15円以上

利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当利益配分に当たっては、株主
の皆様への利益還元を経営上の重要政策と位置づけ、安定した配当の維持を基
本とし、通期の業績、経営環境並びに中長期的な財務体質の強化等を総合的に
勘案して配当を行う方針としております。

決算説明
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政策保有株の有効活用

決算説明
保有する政策保有株の戦略的な削減を進め、財務基盤を強化、及び持続可能な成長を促進として、

戦略的な成長機会に再投資します。これにより、当社は競争力を一層高め、中長期的な企業価値の

向上を図ります。

縮減の加速化と縮減
目標の再設定を検討
※ 時点
政策保有株式の純資産比率： ％



20020決算説明

統合報告書につきまして本年 月末頃に当社ホームページに掲載予定

現在作成中のためイメージとなります。
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事業戦略説明

021

大同工業株式会社
（ 証 券 コ ー ド ： 6 3 7 3 ）
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第13次中計の概要について
長期ビジョンにおける第13次中計の位置づけ

2035年ビジョンにおける第13次中計は、今後の事業拡大の土台として稼ぐノウハウづくり（利益創出）に注力します。

事業戦略説明

＜利益の創出に向けた主な取り組み＞

・高付加価値製品に集中したマーケット戦略と集約生産
・ 導入による生産効率改善
・通貨バランスのコントロールによる為替リスク低減

＜利益の創出に向けた主な取り組み＞
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第13次中計の概要について

事業戦略説明

目的 指標 2030年度

ＥＳＧ CO2排出削減 2013年比△46%
(対象：国内グループ会社)

資本効率性 ROE 8％以上

株主還元 総還元性向 25％以上

目的 指標 2026年度

収益性
売上高 680億円

営業利益率 6.5%

到達目標
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モビリティー事業 中期経営計画の進捗について
2027年
3月期

中期経営計画
増減

2025年
3月期

中期経営計画

2025年
3月期
見通し

2025年
3月期

第2四半期実績

指標
(百万円)

40,8351,46434,10035,56417,887売上高

3,675▲3372,5712,234915営業利益

9.0％－7.5％6.3％5.1％営業利率: %

33,110 34,535 35,564 
40,835 

4.4%

1.2%

6.3%

9.0%

0.0%

3.0%

6.0%

9.0%

12.0%

15.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2027年3月期

売上高

営業利益率

事業戦略説明
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0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

'15 '20 '25 '30 '35

四輪（内燃機+EV）
内燃機

比率

[万台]

内燃機+HV

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

'15 '17 '19 '21 '23 '25 '27

スクーター
ASEAN India China Other

ASEAN

India

China Other

[万台]

029事業戦略説明

二輪、四輪のEV化による市場推移予測

・二輪車の生産市場は拡大。
・内燃機は横ばいも、 が拡大していく。
・カテゴリではスクーターとスポーツモデルが伸び、ミッション車や小型ビジネス車が減少。

》付加価値が高く、
当社製品の強みが生かせる市場が未だ伸びる。

・四輪車の生産市場は拡大、所得増の新興市場中心に伸びる。
・カテゴリーでは ＋ が伸び、内燃機＋ が減少。

》内燃機部品が減少、厳しい環境となる。

四輪

二輪

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

'15 '17 '19 '21 '23 '25 '27

ミッション車
India China AFRICA Other

India

China
AFRICA

Other

[万台]

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

'15 '17 '19 '21 '23 '25 '27

小型ビジネス車
ASEAN China Other

OtherChina
ASEAN

[万台]
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'15 '17 '19 '21 '23 '25 '27

スポーツモデル
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[万台]
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[万台]
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●

●

030事業戦略説明

・二輪車需要を支えるＺ世代が毎年 百万人増加。
・ の拡大地域でもあるが、当社製品が使用される、

スクーター・ミッション車・スポーツモデルなどの
カテゴリーも順調に伸びている。

・エンジン内チェーンやシールチェーンなど強みある製品の
生産供給体制を強化していきます。

・当社創業製品となります、リムホイール（アルミ）の組立
てや生産加工の拠点検討を進めています。

① イ ン ド 事 業 の 拡 大
市場動向

活動

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000

0-4
5-9

10-14
15-19
20-24
25-29
30-34
35-39
40-44
45-49
50-54
55-59
60-64
65-69
70-74
75-79
80-84
85-89
90-94
95-99
100+

インド人口年齢別推移予測

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

[歳]

[万人]

15歳～19歳の人口 1.2憶人/年
≒2,400万人/歳の推移となる

中 期 経 営 計 画 実 現 に 向 け て の 重 点 テ ー マ 《 売 上 の 拡 大 》

年 月期売上目標 億円（ 年比＋６億円）
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② 補 修 売 上 の 拡 大

レースで培ったブランドを最大限に活用しシールチェーンや
アルミリムなどの高級製品を拡販に注力する。
》中大型バイク需要が拡大する、中国・インド・アセアン域

を重点地域に定め活動する。

プレミアム戦略の実行

付加価値 による商品単価の底上げ

製品単体販売からセット商品での販売拡大していく。
・シールチェーン単品⇒をスプロケットとの 販売
・アルミリム単品⇒スポークホイルでの販売。
》商品単価を２～５倍とする。

戦略の統制

とセカンドブランドのすみ分け販売による拡大。
⇒世界中で生産された製品を製品規格ですみ分け、価格帯と
商流を区分することで世界中の隅々まで 製品を供給する。
》マーケティング手法を統一し日本本部が戦略指揮と活動支

援する。

中 期 経 営 計 画 実 現 に 向 け て の 重 点 テ ー マ 《 売 上 の 拡 大 》
「 中 大 型 バ イ ク 用

シ ー ル チ ェ ー ン シ ェ ア ー 」

2 0 2 7 年 3 月 期
売 上 目 標 4 ５ 億 円

( 2 4 年 比 + 1 8 億 円 ）
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中 期 経 営 計 画 実 現 に 向 け て の 重 点 テ ー マ 《 利 益 の 創 出 》
① も の づ く り の 強 化

線図の向上活動

生産能力
・べき動率の向上を図る。
》ネック工程の改善。標準化の再整備。

変動費

売上

・直接経費の低減。
》慢性不良率の低減と部品の内製化を進める。

・拡大した生産キャパを埋める製品の販売。
》製品単位で販売チームを結成し目標達成する。

・ 強 み あ る 製 品 の 競 争 力 強 化
作 る 力 、 稼 ぐ 力 を 再 構 築 し て い く 。

強み重点部品工場

・長寿命
・ブランド力・シールチェーン二輪

チェーン

・長寿命
・表面処理

・エンジン内
チェーン

四輪
チェーン

・高強度
・軽量

・チューブレスリム
・ホイールASSYアルミリム

・絞り加工・ハンドルパイプハンドル

・精密プレス
・加工レス

・自動車部品
・パソコン部品塑性加工 収 益 最 大 化 に 必 要 な

海 外 工 場 の 集 約 生 産 を 進 め て い く 。

2 0 2 7 年 3 月 期
コ ス ト ダ ウ ン

目 標 ５ 億 円
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産機事業 中期経営計画の進捗について

13,632 13,678 13,689 

19,352 

▲2.6%
▲3.1%

▲4.8%

1.7%

▲6.0%

▲4.0%

▲2.0%

0.0%

2.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2027年3月期

売上高

営業利益率

2027年
3月期

中期経営計画
増減

2025年
3月期

中期経営計画

2025年
3月期
見通し

2025年
3月期

第2四半期実績

指標
(百万円)

19,352▲1,51115,20013,6896,885売上高

329▲311▲340▲651▲288営業利益

1.7％－▲2.2％▲4.8％▲4.2％営業利率: %

事業戦略説明
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日本チェ-ン工業会＜産業用チェーン＞年度別販売推移

事業戦略説明

国内売上については各競合他社の販売推移と上回っておりますが、海外(海外)売上に関しては競合
他社の販売推移を下回っていた状況。

グローバル
販売網を構築

単位:指数
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日本チェ-ン工業会／産業用チェ-ンシェア・製品別シェア

事業戦略説明

Ａ社

大同工業

Ｂ社
Ｃ社

Ｄ社 その他

産機事業／国内チェーンメーカーシェア 産機事業／チェ－ン種別構成

※．市場の大多数を占める顧客のニ－ズに対してではなく市場
の中の一部の付加価値・付加機能を求める特定顧客･特定ニ－ズ
の商品が多く占めている特殊市場への販売拡大に取り組んで行きます。

大形コンベヤ
チェーン20%

小形コンベヤ
チェーン26%

JISローラーチェーン
16%

特殊市場
38%

大同工業
9%



3737

海外拠点間のクロスセルで産機グローバルシェア拡大

事業戦略説明

市場調査と販売活動を通じて既存製品の販売網を拡大しクロスセルの機会を増加させていきます。
これにより、より多くの顧客にリーチし売上の向上を図ります。

黄色セル合計売上:約5億円

ターゲット市場を選定し海外子会社と共同で販売
活動を行った結果特定市場では早期に成果が上が
り、順調に売上が拡大しています。
今後も継続的な活動を通じて市場シェアを拡大し
ていきます。
販売が難しい市場については戦略的なパートナー
シップの構築や詳細な市場調査を行い長期的な販
売向上を目指して取り組んでいきます。

２０２７年３月期
売上目標１００億円
２４年比 ３７億円



3838

新領域へセカンドブランドの販売

事業戦略説明

現在のブランドに限られた市場での販売に留まっているため新たなブランドを立ち上げ
新たな市場領域への進出を図ります。これにより販売機会の拡大を目指します。

新たに立ち上げたブランドを基盤に中間価格帯市場への進出を図ることで売上の拡大を目指します。
この戦略により、オリジナルブランド品への顧客誘導が可能となり顧客の購買意欲を高めるとともに
新しい商品の展開を通じてバリューアップを実現します。
さらに、大同工業の強みであるグローバル販売網を活用することで地域に関わらず迅速な市場展開を行い
グローバル産機の売上拡大に繋げることができます。
このアプローチにより全体的な収益基盤の強化と持続的な成長を目指します。

セカンドブランドの販売

市場トライアングル 市場トライアングル

売領域

２０２７年３月度
売上目標１２億円
新たな取り組み
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エコキュームの紹介

事業戦略説明



4040事業戦略説明

多様な搬送レイアウトで
縦横無尽に搬送できる



4141事業戦略説明

カメラ

カメラ
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Part.1 中期経営計画 概要

Part.2 モビリティー事業 概要

Part.3 産機事業 概要

Part.4 人的資本経営 概要

042

agenda
事業戦略説明



43043事業戦略説明

①グローバル拡大戦略 ②サステナビリティ事業創造
成長戦略を実行・
完遂するのは”人“

成長戦略

事業は機械ではなく“人”がつくり出す

成長・やる気の醸成 能力発揮機会提供

活き活き・ワクワク 環境整備

イノベーションを創出する
自律型組織体への変革

成長戦略を推進する大前提
であり土台

１．長期経営ビジョンの成長戦略と人的資本経営



44044事業戦略説明

過去・現在

【お客様は完成車メーカー】
（目指すべき）将来

【お客様はMUGENDAI】

地球のすみずみまで製品を届けるだけでなく、移動手段、少子高齢化、
第一次産業、天災など、社会課題に価値（サービス）を提供

部品メーカーとして、メーカーの要求
に応じて、より良い部品をタイムリー
に提供

成長戦略を推進するために

マーケット
への挑戦

イノベーショ
ンの創出

長期的目標の
達成

意思決定の拠り所、共通の視座を共有

【醸成する企業文化】

１ フィロソフィーの浸透

２ 手挙げ文化

３ ワークショップ文化

今回策定したフィロソフィーを組織全体に浸透さ
せ、DID VALUEを従業員の意思決定の拠り所とし、
機動的・自律的な組織へと変貌させる

当社のフィロソフィーと個人の価値観を擦り合わ
せる上で、個人の価値観、個人のやりたい・自主
性を尊重し、企業活動の活性化を狙う

フィロソフィーを浸透させ、自らが戦略を立案す
るため、ワークショップを高頻度で取り入れ、
日々のルーティンから脱却し、対話と議論を活性
化させる
対話と議論から新しいものを生む文化を醸成する

２．人的資本経営スタートの大方針



45045事業戦略説明

1
MVVに示された「Value」を中心に据え、成果を重視するパフォーマ
ンス評価のみならず、どのようにそれを達成したかに重点を置いた評
価システムへと進化。これにより、従業員の自律性を高め、組織全体
の価値創造を促進

4

年功序列を廃止、チャレンジ・手挙げ制度を導入します。これにより、
意欲と能力を持つ人財が新しい価値を創造し、組織に貢献できる環境
を整備

3

2 フラットな組織文化の推進

グローバルリーダーの育成
多文化を理解し、急速に変化する市場環境への適応力を備えたグロー
バルリーダー育成プログラムを展開します。同時に、世界各地からの
才能発掘にも力を入れ、ダイバーシティを強みに変えていきます

働き方改革とダイバーシテイ
職場で気持ちよく働ける職場環境の改善を進めると同時に、社員のラ
イススタイルに応じた最適な働き方が選択できる柔軟な環境を整えて
いきます

バリュー評価制度への移行

• 今、私たちは更なる飛躍を求め、自らがその道を切り開く覚悟を持ち、私たちのフィロソフィー・行動指針である
MVV（Mission Vision Value）を軸に、社員一人ひとりが意思決定の主体となり、自律と共創の文化を育むため、
人事制度の刷新を進めてまいります。

• 2035年ビジョンに込めた想いは、ただ成長することだけでなく、グローバルな視点で新たな価値を創出し、自ら、積
極的に市場に立ち向かい、イノベーションを生み出す組織体への変革を目指すことです。

３．人事制度の大刷新



46046事業戦略説明

１）バリュー評価制度への移行

フィロソフィー ミッション ビジョン バリュー

ミッション・ビジョンを実現するための
行動指針及び判断基準 バリュー

DID MUGENDAI の バリュー項目

①私たちは「笑顔」を大切にします
笑顔をこころがけ、笑顔を広げます（笑顔発信・笑顔連鎖）

②私たちは「相互で信頼」しあいます
多様な価値観（多様性）や個性を認め合い、対話し協働する

③私たちは「実直」であり続けます
三現主義（現場、現物、現実）に基づき誠実に行動する

④私たちは「真剣」であり続けます
責任を持って成果を出すまでやり続ける

⑤私たちは「チャレンジ」していきます
失敗をものともせずスピード重視で変化をし続ける

評価項目

コミュニ
ケーション

相互育成

チャレンジ

問題解決・
安全確保

責任感

在籍年数の長さ

成果を重視するパフォーマンス評価

移行

達成に向けた課程に重点を置き
バリューに照らし評価



47047事業戦略説明

２）フラットな組織文化の推進

新しい価値を創造
意欲と能力を

持つ“人”

会社への貢献

自己実現を図る

上記文化を醸成するために

年控序列や役職での格付け 能力・役割に応じた等級格付け

チャレンジ・手挙げ制度の導入 自らの意思で積極的にチャレンジ
できる機会を拡大

個々人のやる気、モチベー
ションの向上を図る



48048事業戦略説明

３）グローバルリーダーの採用・育成

①グローバル拡大戦略

成長戦略

グローバルリーダーの
採用・育成が急務

グローバルリーダー育成プログラムの導入

優秀な多国籍人材の積極的採用

外国籍社員と日本籍社員とのローテーション

リーダーに必要な資質・経験値を習得

本社内でも人的グローバル化促進

グループ全体での人材育成実施

◎ダイバーシティを人的資本の強みに変化
◎海外拠点で活躍できる人材の育成



49049事業戦略説明

社会の変化 人々の価値観の多様化

働く意義もライフスタイルに合わせ大きく変化

①職場環境の改善

②多様な人材の活躍

多様な働き方に合った柔軟な仕組みづくり ライフスタイルに応じた最適な働き方の
選択ができる環境づくりフレックスタイム制度、在宅勤務制度、副業制度など

労働人口減少が加速 女性や外国籍の方、障がいのある方や
高齢者が持つ能力を発揮できる環境づくり

企業文化
の醸成

ダイバー
シティ

人的資本経営

「企業文化の醸成」と「働き方改革及びダイバーシティ」
⇒当社の人的資本経営推進における両輪となる

４）働き方改革とダイバーシティ



50050事業戦略説明

人
の
成
長

会
社
の
成
長

人的資本への投資
が最大のエンジン

生産性の向上

優秀な人材の確保

社員エンゲージメント向上

企業ブランディング向上

生産性の
向上 利益向上 人的資本への

投資
人と企業が共に成長し
合える好循環に繋げる

４．人的資本の投資の拡大
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５．事例紹介
◎フィロソフィー浸透

経営層

課長職

新入社員

【DID MUGENDAI研修】

◎手挙げ文化の醸成

会社周辺の公共エリアの除草
作業を行いました
グループ会社からも手上げで
参加頂きました

１１月２５日～２９日
能登への災害ボランティア活動
を実施します

経営層を皮切りに、管理職
クラスから新入社員まで、
継続的に実施しています

DIDスマイル活動【清掃活動】
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◎グローバル人材採用・育成

実際にインターンシップに
参加した学生の入社内定も
決まっています

◎ワークショップ文化の醸成

社長と従業員が対話を通じて
つながりを構築若手からベテ
ラン社員まで幅広い年齢層の
参加となっています。

【海外大学生の長期インターンシップ受入れ】【つながり対話広場】
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◎外国籍人員と日本国籍人員の交流の機会 ◎ダイバーシティの推進
【特別支援学校生の就業体験受入れ】

タイ現地法人でDID MUGENDAI理解促進
プログラムを実施しました。

【DID MUGENDAI 理解促進プログラム（海外版）】

将来の進路や適性を見極める機会として、地元の特別支援学校と連携して就業体験を受け入れています。
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◎エンゲージメント向上

【DID ファミリーデー】

従業員のご家族に、会社のこと、自身の仕事に
ついて知ってもらえる良い機会であり、笑顔
あふれる穏やかなイベントです



55055事業戦略説明

～企業は人なり～

「人」の力で事業拡大と社会課題の解決を両立
し、ステークホルダーの皆様からも「良い会
社」「将来性を感じる会社」と思われる企業へ
と、大同グループは進化し続けていきます
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決算説明会

2025年3月期 第２四半期

056

大同工業株式会社
（ 証 券 コ ー ド ： 6 3 7 3 ）


